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２次元ディテクタを用いた極点測定のｄｅｆｏｃｕｓファイル作成 

 

概要 

 ２次元極点でもｄｅｆｃｏｕｓ補正は重要である。 

 ｄｅｆｏｃｕｓ補正用測定では７３Ｉｍａｇｅデータを測定しなくても１Ｉｍａｇｅ測定で可能 

 ２次元ｄｅｆｏｃｕｓは実際の測定と同じ光学系で（特に入射角度）測定したｒａｎｄｏｍ試料 

 測定データから作成される。 

 １Ｉｍａｇｅデータからｄｅｆｏｃｕｓファイルを作成するとしたら、 

 面内方向を十分に揺動して測定したＩｍａｇｅデータがあれば、そのＩｍａｇｅデータから 

 ７３Ｉｍａｇｅデータを作成し、ｒａｎｄｏｍ極点図を作成すればよい。 

  

 Ｎｉ試料の入射角度１０ｄｅｇで、｛１１１｝、｛２００｝極点図のｄｅｆｏｃｕｓ曲線を 

 作成手順を説明する。 

 通常、ｄｅｆｏｃｕｓ極点図は７３Ｉｍａｇｅデータから、１度間隔の極点図を作成する。 

 （これは、多項式近似する時に、スムージングされた曲線で近似されるから良い近似曲線が出来る） 

 

 実際の試料測定の場合、作成する極点図の間隔は５．０度とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ni 粉末から defocus 曲線の作成 

今回の例は入射角度 10.0deg でコリメータ５０μｍφです。 

Ｉｍａｇｅデータを１枚作成します。 

  

  

このデータから 73 個のＩｍａｇｅデータを作成します。ImageRotation ソフトウエアです。 

  

  

 

 



 新しく work ディレクトリが作成され、ｗｏｒｋ以下に７３Ｉｍａｇｅデータが出来ます。 

  

 

 

 

このデータから１ｄｅｇ間隔の極点図を作成します。 

 

 

 



 

同様に複数の極点図を作成、今回は{111}{200} 

 

Ｄｅｆｏｃｕｓファイルを作成 

ＡｓｃファイルをＴＸＴ２に変換 ODFPolefigure プログラム 

 

ファイルを RAPID とする。 

ＲＡＰＩＤ指定でＺｅｒｏＣｕｔが行われます。 

 

 

 

 

 

 

 



先ほどのファイルを複数選択 

 

極点図作成時指数入力してなかったので 

 

１，１，１に変更して  

で、 

 

他のファイルも同様にセットします。 

単にＴＸＴ２ファイルのみ作成 でファイル作成されます。 



 

 

指数が変更されて表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ｄｅｆｏｃｕｓの多項式近似曲線を作成 

ＴｏｏＫｉｔの で 

 

このソフトウエアはＴＸＴ２ファイルを１個ごとにｃａｌｃ 

ファイル名を １１１に変更してｃａｌｃ 

２００も同様に 

 

複数の多項式近似ファイルを１個に纏める 

 



 

 

 

ファイルの頭がｒｅａｌでないファイルを複数指定 

 

作成するファイル名を指定してＭａｋｅ 

 



 

Ｄｅｆｏｃｕｓファイルが作成されました。 

先頭に対象となる極点図の指数が指定されている事 

 

試しに入力極点図を解析して見ましょう 

 

Ｄｅｆｏｃｕｓファイルを指定 



 

ＣａｌｃでＤｅｆｏｃｕｓ補正でフラットになる事が確認出来ます。 

 


